
 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

～ありがとうございました！～ 
 ６月２５日（火）の学習参観・学年懇談会に、多くの方からおいでいただき、子どもたちの学習

の様子をご覧いただきました。ありがとうございました。 
 また、救急救命講習会にご参加いただいた皆様、暑い中、お疲れ様でした。夏休
みのプール開放に備えての講習会ですが、指導者のお話では、「千田地域での事故
や急病が発生した時に、講習会で学んだことが役立ち、一命を取り留めた例もあ

る。」ということでした。救急救命措置に協力できる人が増えることが、安全・安
心な地域づくりにもつながるということが確認できたことも収穫でした。 

 

～ああ、ゲーム…～ 
 さて、２５日（火）は５，６年生の合同学習会に上越教育大学特認准教授の田邊道行先生をお招
きし、ゲーム機やスマートフォンなどのメディア機器との付き合い方について、保護者の皆様も一
緒に学ぶ「学校保健学習会」を実施しました。 

 その中で、千田小学校の子どもたちの実態から、とても心配な状況が浮き彫りになってきまし
た。ゲーム機やスマートフォンを使ってゲームをしている時間が長いという傾向です。 
 国立病院機構久里浜医療センター院長の樋口 進 医師によると、「ゲームをやめるのが難しそ
う。」「いつもゲームばかりやっているようだ。」と気付いた時に、「ゲームをする時間を減らすよう
に注意しても減らせない、やめられない場合はゲーム障害が疑われる。」ということで、診断に当
たっては次の４つの症状を確認するそうです（久里浜医療センターＨＰから）。 
 

 ゲームをする時間をコントロールできない。 
 ほかの生活上の関心事や日常の活動よりゲームを優先する。 
 ゲームによって問題が起きているにもかかわらずゲームを続ける。 
 学業や仕事、家事などの日常生活に著しい支障がある。 

 

上記の 4項目のすべてが当てはまり、12か月以上続く場合に「ゲーム障害」と診断さ 
れます。ただし、この 4つの症状すべてが当てはまり、しかも重症である場合には、継
続時間が 12か月よりも短くてもゲーム障害と診断されることがあります。 
 
 田邊准教授によれば、「ゲームをしている累積時間が年間２８００時間位になっている場合は、
ゲーム障害が疑われる。」ということです。そこで、千田小学校の子どもの累積時間を学年別、男
女別に調べたところ、「２０００時間を超える」グループが見付かりました。こうなると、ゲーム
機から子どもを離す必要が出てきます。手伝いの時間を増やす、家庭学習や読書の時間、ゲームを
する時間を約束して守らせる（守っているかを確認する）などの策を講じる必要があります。ぜ
ひ、お子さんの生活の様子を観察し、「我が家の約束」をお子さんとして、守っているか確認する
機会をもってください。子どもたちの健康を守るためです。    （文責：校長：目黒栄一） 
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